
太陽光発電の導入拡大を見据える安中市の協力を得て、
発電所と周囲に独自の気象センシング網を構築

┃気象データを計測・収集

太陽光発電
導入拡大の課題

┃天候で発電量が変動
┃発電量予測誤差による

調整コストの増加

1

太陽光発電の導入を抑制

高精度な太陽光発電量予測技術の開発
2

┃発電量予測モデルの構築・精度向上
⁻ 安中市で観測した実際の気象データを用いて、
発電量予測モデルを精度評価・ブラッシュアップ

⁻ 領域気象モデルやAIモデルなど複数のモデルを活用
⁻ 単一モデルでは解消が困難な予測誤差を低減

太陽光発電量の
導入促進 (将来展望)

┃発電コストを低減
┃他電源と協調した安定・安価な

太陽光発電の導入加速へ貢献

3

地域振興への貢献 (将来展望)
4

持続可能なまちづくりへの貢献

再エネ導入
促進

レジリエンス
向上

雇用創出
遊休地の活用

東京ガス体制・分担 安中市
気象観測用地の提供

名古屋市立大学

気象予測技術やAI技術等を複合させ、高精度な発電量予測技術の開発を目指す
東京ガスの技術支援として公立大学法人名古屋市立大学および国立大学法人東北大学が参画

気象観測 モデル構築
概略

発電量予測モデル開発・実証 東北大学 東京ガスに対する技術支援

プロジェクトの全体概要



プロジェクト期間は25年度末までを予定
⁻ 24年度：安中市街における気象観測網の構築など、プロジェクト基盤の整備
⁻ 25年度：発電量予測モデルの構築および実証
追加実証などの必要に応じてプロジェクト期間の延長も視野に入れる

項目 2024 Q4 2025 Q1 2025 Q2 2025 Q3 2025 Q4

気象観測

予測モデル構築

スケジュール

1
2

1 安中市太陽光発電所には研究開発目的のセンサを配置済み 2 ベースとなるモデルの一部は既に評価を開始



東京ガスは豊かな暮らしと環境に優しい社会の実現に向け、
気象予測技術の開発に新たに挑戦します

気象予測で描く未来像

気象
予測

再エネ導入促進と無駄のない活用に向けた
┃再生可能エネルギーの発電量予測
┃電力需要予測
┃エネルギーマネジメント技術の構築  etc.

強靭なエネルギーインフラの構築に向けた
┃火力発電所の運転計画策定
┃LNG船の着岸可否判断        etc.

エネルギーの安定供給に向けた
┃河川氾濫予測
┃土砂災害予測                                        etc.

┃流体シミュレーション技術
┃AI技術

┃当社の中でも最大レベルの規模を誇る発電所がある安中市
において社会実装を視野に入れた研究開発へチャレンジ
┃安中市が推進する「ゼロカーボンシティあんなか宣言」等

の実現に向け、包括連携協定に基づき産官連携の取組み
として本プロジェクトを開始


